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研究成果の概要：義歯床への埋入部が粘弾性レジン製の擬似歯根膜でコーティングされた人工

臼歯を試作し、これを用いて義歯を作製した。万能試験機を用い最大 5 Nの荷重を毎分 0.5 mm

にて圧子で加え、荷重－ストローク曲線を記録した。その結果、擬似歯根膜でコーティングさ

れた人工臼歯では圧子が人工歯に接触してから床粘膜面に力が伝達されるのに通常の人工歯の

7.6 倍の時間がかかった。この結果は緩衝効果を示すものと思われた。

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００８年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1050,000 4,450,000 

 
研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：補綴理工系歯学 

キーワード：有床義歯学 

 
１．研究開始当初の背景 

義歯装着者の障害の中で、床下粘膜の疼痛

は患者にとって最も苦痛の大きいもののひ

とつである。しかも疼痛が原因で義歯の維持

不良や咀嚼障害が生じる場合も多いので、歯

科医師は疼痛を除去する適切な処置を施さ

なくてはならない。 

そこでこれまで咬合診査と咬合調整の後、



義歯床粘膜面や床辺縁の当該部を削除調整

し、粘膜との接触をなくす、あるいは圧迫を

弱めることによって対処されてきた。しかし

ながら、この方法はやや安易なきらいがあり、

結果的に床下粘膜の義歯床との接触面積、す

なわち支持を負担する面積を減少させる。こ

れは理論的に単位面積当たりの負担が増加

することに他ならないので、根本的な解決に

はならない。実際、臨床では違う部位に新た

な疼痛が生じ、毎回削除調整に追われて結果

的に義歯の調整が延々と続き、なかなか終診

を迎えることができないことはよく経験す

るところである。これは患者、術者双方にと

って不幸なことである。 

そもそも顎堤粘膜は咬合圧を負担するた

めに存在する組織ではないので、可撤性有床

義歯は本質的に生体に無理を強いているも

のといえる。部分床義歯の場合は、残存組織

の保全とか支台歯の保護といった名目の下

で歯根膜負担を軽減し、逆に粘膜負担を増強

するコンセプトやシステムが一般的に確立

している。遊離端義歯の模型改造印象法など

はその典型である。全部床義歯に至ってはは

じめから粘膜支持しか存在せず、せいぜい選

択的加圧印象の採得と頬舌径の小さな人工

歯を選択するくらいしか現実的対策はない

のが実情である。 

そこで、次に義歯床粘膜面を軟性の材料で

全面裏装する方法が考えられ、幾つかの製品

が市販され臨床でも使用されてきた。しかし

ながら、軟性の歯科材料に長期の機械的安定

性を示すものが少ないという臨床的欠点と

ともに、義歯粘膜面と床下粘膜の間に粘弾性

を与えても必ずしも臨床的効果は得られな

いという本質的問題点が指摘されており、そ

の効果や機序にはいまだ不明な点が実は多

い。その結果、この方法は今日でも一般的な

臨床術式として日常臨床に定着していると

いう訳ではない。 

一方天然歯には歯根膜という自然の緩衝

機構が備わっており、これによって限度を超

えた外力から生体は守られているものと考

えられる。これは期せずして大変合理的なシ

ステムになっているといえよう。 

 このような背景から、天然歯の歯根膜を模

して力を緩衝する粘弾性を示す層を人工歯

と義歯床の間に設けることにより、人工歯に

加わる力が直接粘膜に伝達しない新しい義

歯システムを開発しようというまったく新

しい着想に至ったものである。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、欠損を有する患者に対し

義歯装着による床下粘膜の疼痛を解消する

ことである。そのために天然歯の歯根膜を模

して力を緩衝する層を人工歯と義歯床の間

に設けることにより、人工歯に加わる力が直

接粘膜に伝達しない新しい義歯システムを

開発し、これを用いた義歯の力学的挙動を明

らかにしようとするものである。 

 
３．研究の方法 

人工歯には市販の硬質レジン臼歯（エンデ

ュラゼロM23、松風）の下顎右側第一大臼歯

を用いた。擬似歯根膜の材料としては種々の

材料を用いた予備実験による試行錯誤の結

果、臨床使用の実績、予想される耐久性およ

び操作性の簡便さ等を総合的に考慮して、加

熱重合型粘弾性レジン（フィジオソフトリベ

ース, モリタ）を選定した。この材料は本来

義歯床の粘膜面を裏装するための軟性材料

としてすでに市販されており、このような使

用法に限って使用実績があるものである。硬

質レジン臼歯の基底面を、本研究専用に作製

した人工歯試作用モールドと回転切削器具

を用いて可及的均等に約1 mmの厚さ分削除し



加熱重合型粘弾性レジ

ンを削除したスペースへ填入した。モールド

ごと湿式の加熱重合器に入れメーカー指示

の方法、すなわち 70℃にて 30 分間係留後

100℃にて 60 分間煮沸した。そして室温にな

るまで徐冷した後にモールドから取り出し

た。最後にバリを除去して義歯床への埋入部

が擬似歯根膜でコーティングされた人工臼

歯を完成した。義歯型試料を規格化するため、

本研究専用に作製した義歯型試料作製用モ

ールドとこの人工歯を用いて下顎右側第一

大臼歯のみを排列したろう義歯を作製した。

その際、人工歯歯頸部と義歯床との境界部が

床用レジンで固定されないために必ず粘弾

性レジンになるよう注意した。臨床に準じて

注入孔より床の部分へ流し込みレジン（パラ

プレスバリオ, ヘラウスクルツァー）を流し

込み、専用重合器（パラマートプラクティー

クEL T、ヘラウスクルツァー）を用いて 55℃

で 30 分間重合した。これを室温になるまで

徐冷し、取り出して最後にバリを除去して義

歯型試料を完成した。比較対象として、同形

態の通常の人工歯を用いた義歯型試料も同

数作製した。 

 新しい義歯システムの力の伝達の様相に

ついて調べるために、万能試験機（オートグ

ラフ AGS-J、島津製作所）に義歯型試料を固

定した。義歯型試料の人工歯中央部に最大5 N

の荷重を毎分 0.5 mm にて圧子で加え、その

ときの荷重－ストローク曲線を記録した。試

料数 n は 10 個、計測は 1 試料につき 3 回と

した。計 30 回の平均と標準偏差を算出し、

統計処理として粘弾性レジンコーティング

疑似歯根膜の有無で、独立 2 標本のｔ-検定

を行った。 

 
４．研究成果 

粘弾性レジンでコーティングされた人工

歯では、力が床下粘膜面に伝達されるのに通

常の人工歯の 7.6 倍の時間がかかることがわ

かった。この結果は試作した人工歯に加わる

力がすぐには粘膜面に伝達しない、すなわち

緩衝効果があることを示しているものと考

えられた。 

今回新しい義歯システムに力の緩衝効果

があることを示す結果が得られたが、今後は

力の伝達の様相、材料の耐久性や床用レジン

との接着性について検討する必要があるも

のと思われる。 
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